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1. 2023年6月期第1四半期の連結業績（2022年7月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年6月期第1四半期 443 6.1 10 11.3 11 13.2 7 △4.5

2022年6月期第1四半期 417 △15.8 9 ― 9 ― 7 ―

（注）包括利益 2023年6月期第1四半期　　7百万円 （△5.3％） 2022年6月期第1四半期　　7百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年6月期第1四半期 9.33 ―

2022年6月期第1四半期 9.76 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年6月期第1四半期 987 684 69.3 898.71

2022年6月期 1,081 719 66.5 944.38

（参考）自己資本 2023年6月期第1四半期 684百万円 2022年6月期 719百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年6月期 ― 0.00 ― 55.00 55.00

2023年6月期 ―

2023年6月期（予想） 0.00 ― 50.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 6月期の連結業績予想（2022年 7月 1日～2023年 6月30日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,462 9.2 92 5.7 92 4.5 76 11.5 100.57

通期 2,767 6.2 160 8.5 160 7.2 131 △7.5 172.71

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

詳細は、添付資料８ページ「２. 四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項(四半期連結財務諸表の作成に特有の会

計処理の適用)」をご覧下さい。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年6月期1Q 762,000 株 2022年6月期 762,000 株

② 期末自己株式数 2023年6月期1Q 259 株 2022年6月期 259 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年6月期1Q 761,741 株 2022年6月期1Q 761,741 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等は、添付資料３ページ「１．当四半期に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」
をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の再拡大の影響はあったものの、

段階的な行動制限の緩和による経済活動正常化の動きが見られました。しかしながら、ウクライナ情勢の緊迫化が

長期にわたっていることに加え、世界的な資源価格の値上がり、物流コストの高騰や円安が大幅な物価上昇を招く

など、厳しい経営環境が続いております。

このような状況の中、当社グループにおきましては、自社いちご品種「夏瑞／なつみずき」（品種登録名「ペチ

カほのか」）を中心に、いちご果実及びその他青果物の販売に注力してまいりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高443,335千円（前年同期比6.1％増加）、営業利益10,868

千円（前年同期比11.3％増加）、経常利益11,142千円（前年同期比13.2％増加）、親会社株主に帰属する四半期純

利益7,104千円（前年同期比4.5％減少）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（いちご果実・青果事業）

いちご果実・青果事業の主力商品は業務用いちご果実であります。当期間におけるいちご果実販売は、主に自社

品種「夏瑞／なつみずき」（品種登録名「ペチカほのか」）、「コア」（品種登録名「ペチカエバー」）と国産他

品種、輸入いちごを併用しております。

自社品種の販売につきましては、生産面積減少の影響はありましたが、８月中旬から９月にかけての出荷数量が

猛暑の影響で極端に減少した前年に対し、今年は大きく減少することはなかったため、前年並みの販売数量を確保

することができました。また、「夏瑞／なつみずき」の販売が生食向けギフトを中心に好調に推移したことに加

え、自社品種「コア」と国産他品種と輸入いちごを併用し、いちご果実の安定供給に努めた結果、売上高、利益と

もに前年同期を上回りました。

その他の青果物におきましては、既存大手取引先を中心に取扱数量が減少したことで、売上高、利益ともに前年

同期を若干下回る結果となりました。

この結果、いちご果実・青果事業の売上高は387,434千円（前年同期比3.0％増加）、営業利益は52,407千円（前

年同期比4.4％増加）となりました。

（種苗事業）

種苗事業は、自社品種の「ペチカほのか」(商品名「夏瑞／なつみずき」)と「ペチカエバー」（商品名「コ

ア」）の種苗を生産販売しております。栽培方法には、秋に苗を定植し翌年春から秋にかけて果実を生産する秋定

植と、春に苗を定植し夏から秋にかけて果実を生産する春定植の、概ね２体系の作型があります。

当第１四半期連結累計期間におきましては、秋定植用苗を販売しており、種苗の販売本数が若干増加したこと

で、売上高、利益ともに微増いたしました。また、いちご新品種の共同開発業務に関わる収益が引き続き発生して

おります。

この結果、種苗事業の売上高は14,210千円（前年同期比0.9％増加）、営業利益は10,198千円（前年同期比9.6％

増加）となりました。

（馬鈴薯事業）

馬鈴薯事業は、主に種馬鈴薯の生産販売、仕入販売と、青果馬鈴薯の仕入販売からなります。主要売上品である

種馬鈴薯には、秋から春にかけて販売する春作と夏に販売する秋作の２体系がありますが、そのメインは春作種馬

鈴薯です。当第１四半期連結累計期間におきましては、主に秋作種馬鈴薯の販売を行っております。

当第１四半期連結累計期間におきましては、種馬鈴薯生産のための原種の供給不足や、産地である青森での豪雨

による生産数量減少の影響はありましたが、仕入数量の確保に努めた結果、販売数量は前年同期に比べ増加させる

ことができました。

この結果、馬鈴薯事業の売上高は11,814千円(前年同期比180.2％増加）、営業損失は2,595千円(前年同期は営業

損失3,442千円）となりました。

（運送事業）

運送事業は、株式会社エス・ロジスティックスが行っております。関東圏を中心とした事業展開で、当社の商品

配送を中核として、一般荷主からの配送業務受託も行っております。当第１四半期連結累計期間におきましては、

一般荷主からの配送業務受託を進めたことで売上は増加しました。一方で、今後の自社配送の体制に備え、配送車

両を増車したことによる減価償却費の増加や燃料費高騰の影響もあり、利益は減少することとなりました。

この結果、運送事業の売上高は29,875千円（前年同期比28.0％増加）営業損失3,833千円（前年同期は営業損失 

2,107千円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して96,383千円減少し、当第１四半期連結会計期間末で827,617千円とな

りました。これは現金及び預金が増加したものの、売掛金が減少したことが主因であります。

（固定資産）

固定資産は、前連結会計年度末と比較して2,954千円増加し、当第１四半期連結会計期間末で160,322千円とな

りました。

（流動負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して60,374千円減少し、当第１四半期連結会計期間末で156,772千円とな

りました。これは買掛金、未払法人税等が減少したことが主因であります。

（固定負債）

固定負債は、前連結会計年度末と比較して1,736千円増加し、当第１四半期連結会計期間末で146,584千円とな

りました。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末と比較して34,791千円減少し、684,583千円となりました。なお、自己資本比率は

前連結会計年度末の66.5％から69.3％となっております。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022年８月５日の「2022年６月期決算短信」で公表いたしました第２四半期連結

累計期間及び通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 505,030 590,058

売掛金 366,604 186,042

棚卸資産 41,192 41,887

その他 11,531 10,239

貸倒引当金 △358 △610

流動資産合計 924,000 827,617

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 39,955 39,069

機械装置及び運搬具（純額） 8,798 11,014

土地 37,400 37,400

その他（純額） 3,615 3,297

有形固定資産合計 89,769 90,781

投資その他の資産

その他 67,600 69,551

貸倒引当金 △2 △9

投資その他の資産合計 67,597 69,541

固定資産合計 157,367 160,322

資産合計 1,081,368 987,940

負債の部

流動負債

買掛金 106,730 67,241

１年内返済予定の長期借入金 3,996 3,996

未払法人税等 20,207 6,715

賞与引当金 － 5,298

その他 86,212 73,520

流動負債合計 217,146 156,772

固定負債

長期借入金 12,008 11,009

退職給付に係る負債 41,042 42,650

役員退職慰労引当金 88,630 89,755

その他 3,167 3,170

固定負債合計 144,847 146,584

負債合計 361,994 303,357

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2022年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 421,250 421,250

資本剰余金 110,791 110,791

利益剰余金 187,611 152,820

自己株式 △278 △278

株主資本合計 719,374 684,583

純資産合計 719,374 684,583

負債純資産合計 1,081,368 987,940
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2021年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 417,846 443,335

売上原価 269,000 292,729

売上総利益 148,846 150,605

販売費及び一般管理費 139,077 139,736

営業利益 9,768 10,868

営業外収益

受取利息 1 2

受取補償金 6 229

保険配当金 58 57

その他 40 4

営業外収益合計 107 294

営業外費用

支払利息 31 20

営業外費用合計 31 20

経常利益 9,844 11,142

税金等調整前四半期純利益 9,844 11,142

法人税等 2,407 4,038

四半期純利益 7,437 7,104

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,437 7,104

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2021年７月１日
　至　2021年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2022年７月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 7,437 7,104

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 62 －

その他の包括利益合計 62 －

四半期包括利益 7,500 7,104

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,500 7,104

非支配株主に係る四半期包括利益 － －

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年９月29日

定時株主総会
普通株式 41,895 55 2022年６月30日 2022年９月30日 利益剰余金

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間（自2021年７月１日　至2021年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．株主資本の金額の著しい変動

当社は、2021年９月29日開催の第35回定時株主総会において、資本準備金の額の減少及び剰余金処分について

決議し、会社法第448条第１項の規定に基づき、2021年９月29日を効力発生日として、資本準備金321,458千円を

減少し、同額をその他資本剰余金に振り替えました。

また、会社法第452条の規定に基づき、その他資本剰余金321,458千円を繰越利益剰余金に振り替えることによ

り、繰越利益剰余金の欠損を填補いたしました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本剰余金110,791千円、利益剰余金52,805千円となってお

ります。

当第１四半期連結累計期間（自2022年７月１日　至2022年９月30日）

１．配当金支払額

（注）１株当たり配当額には創立35周年記念配当５円が含まれております。

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっておりま

す。ただし、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積り）

前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の

見積りの仮定について重要な変更はありません。
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